










































































































































































































































































































































































































































































するためにあてはまると拡大解釈されることです。（前出、188 頁）  








強調しています。（前出、328～329 頁）  
シーア派法学者たちもまた、もちろんイジティハードの性質とその範囲を


















































































ィクヒーヤ、イスラーム暦 1415 年、第 1 巻、431～437 頁）  
セイエド ムハンマド バーキル サドル（イスラーム暦 1353～1400 年）









す。（アル・サドル、ドルース フィー イルミ アル・ウスール、1405、第

























































-アル・アーミリ、アリー イブン ムハンマド、アル・アフカーム フィー ウスー
リ アル・アフカーム（イスラーム暦 1378 年）、編注アブド アル・ラッザーク ア
フィーフィ、リヤド、ムアッスィサト アル・ヌール  
-アル・アフマディ アル・ミヤーンジ アリー、マカーティーブ アル・ラスール（西
暦 1998 年）テヘラン、ダール アル・ハディース  
-アル・アンサーリ、アル・シェイフ ムハンマド アリー、アル・マウスーアト ア
ル・フィクヒーヤト アル・ムヤッサラ（1415）コム、マジュマァ アル・フェク
レ アル・イスラーミ  
-イブン アーシュール、ムハンマド ターヒル、アル・タフリール ワ アル・タン
ウィール（イスラーム暦 1421 年）ベイルート、ムアッスィサト アル・ターリー
フ  
-アブー ゼイド、ナスル ハーミド、アル・イマーム アル・シャーフィイー ワ タ
ースィース アル・イディウルジーヤト アル・ワサティーヤ（1996）、カイロ、
マクタバト マドブーリ、1996 
-アル・ジャービリー、ムハンマド アービド、タクウィーヌ アル・アクリ アル・
アラビ（1994）、ベイルート、マルカズ ディラーサーティ アル・ワフダティ ア
ル・アラビーヤ  
-ジャーベリー、モハンマド アーベド、ダーネシェ フェクフ：ボンヤーデ ラヴェ
シュシェナースイ（法学：方法論の基盤）（イラン暦 1376 年）訳モハンマドメヘデ
ィ ハラジ、季刊誌ナグド ヴァ ナザル（批評と考察）、第 3 年、第 4 号、1376
年秋  
-ジャヴァーディ アーモリ アブドッラー、ハッグ ヴァ タクリーフ ダル イス
ラーム（イスラームにおける権利と責任）（イラン暦 1385 年）編注モスタファー ハ
リーリ、コム、エンテシャーラーテ アスラー  
-アル・ヒッリー、アル・ムハッキク ナジュム アル・ディーン、マアーリジュ ア
ル・ウスール（イスラーム暦 1403 年）ムハンマド フセイン アル・ラダウィ編、
コム、ムアッスィサト アーリ アル・バイト リッタバーアティ ワ アル・ナ
シュル  
-アル・ハキーム、セイエド ムハンマド タキー、アル・ウスール アル・アーンマ
ト リルフィクヒ アル・マカーリン（1979）コム、ムアッスィサト アーリ ア
ル・バイト  





ィーン、（1269 年著）、コム、教師協会所管モアッセセ エンテシャーラーテ イス
ラーミ  
-エスプズィト、ジャン、宗教と民主主義の関係（イラン暦 1387 年）、《月刊アーイー
ン》17 号 18 号、イラン暦 9 月 10 月  
-スブハーニ、ジャアファル、アキーダト アル・イスラーミヤ（1998）コム、ムアッ
スィサト アル・イマーミ アル・サーディク  
-アル・サラミ、アブド アル・アズィーズ イブン アブド アル・サラーム、アル・
ファワーイド フィー イフティサーリ アル・マカースィド（イスラーム暦 1416
年）校正イヤード ハーリド アル・タバー、ダマスカス、ダール アル・ナシュ
ル ワ ダール アル・フィクリ アル・ムアースィル  
-アル・スィカンダリ、アル・シェイフ アフマド ファリード、アル・サラフィーヤ：
カワーエド ワ ウスール、アル・ミシュカートのホームページ・ライブラリ  
-アル・シャーティビ、イブラーヒーム イブン ムーサ アル・ラフミ アル・ガル
ナーティ アル・マーリキ、アル・ムワーフィカート フィー ウスーリ アル・
フィクフ（イスラーム暦 1420 年）校正アブドッラー ディラーズ、ベイルート、
ダール アル・ナシュル：ダール アル・ムアリファ  
-アル・サドル、アル・セイエド ムハンマド バーキル、ドルース フィー イルミ 
アル・ウスール（イスラーム暦 1405 年）ベイルート、ダール アル・ムンタザル  
-タバタバイ、セイエド ムハンマド フセイン、タフスィール アル・ミザーン（イ
ラン暦 1374 年）訳セイエド モハンマド バーケル ムーサヴィ ハメダーニ、
コム、コム法学校教師協会所管エンテシャーラーテ イスラーミ  
-アル・ガザーリ、アブー ハーミド、アル・ムスタスファー（1996）訂正ムハンマド 
アブド アル・サラーム アブド アル・シャーフィ、ベイルート、ダール アル・
クトビ アル・イルミーヤ  
-フェイズ カーシャーニ、 ムフスィン、アル・ウスール アル・アスィーラ（イス
ラーム暦 1390 年）テヘラン、テヘラン大学出版局  
-アル・カルダーウィ、シェイフ ユースフ ムスタファー、ディラーサトン フィー 
フィクヒ マカースィディ アル・シャリーア：バイナ アル・マカースィディ ア
ル・クッリヤティ ワ アル・ヌスースィ アル・ジュズイヤ（2006）カイロ、ダ
ール アル・シュルーク  
-アル・カルダーウィ、バラーミジュ ワ リカーアート：アル・シャリーアト ワ ア
ル・ハヤート；マカースィド アル・シャリーアティ ワ ガーヤートハー（2005）
マウキウ アル・カルダーウィ、ターリーフ アル・ヒルカ、13/3/2005 





ィ アル・イスラーム；マフフームハー ワ マザーヒルハー（2007）、マウキウ 
アル・カルダーウィ、 /3/7 
-アル・クライニ アル・ラーズィ、スィカト アル・イスラーム アビー ジャアフ
ァル ムハンマド イブン ヤアクーブ、アル・ウスール ミナ アル・カーフィ
（イラン暦 1365 年）校正、注アリー アクバル アル・ガッファーリ、テヘラン、
ダール アル・クトゥビ アル・イスラーミヤ  
-アル・キナーニ、アブド アル・アズィーズ イブン マンスール、アル・ラッド ア
ラー イッディアーイ アル・サラフィーヤ；アル・イィティザール リルアズィ
ーズィ アル・ガッファーリ、ワ アル・インティサール リアフリ アル・スン
ナティ アル・アブラール（1427）、シャバカト アル・ミシュカーティ アル・
イスラーミヤ  
-アル・ムザッファル、ムハンマド リダー、ウスール アル・フィクフ（イスラーム
暦 1388 年）コム、モアッセセ エンテシャーラーテ イスラーミ  
-アル・ムフィード、ムハンマド、アル・タズキラトゥ ビウスーリ アル・フィクフ
（1993）、校正シェイフ マハディ ナジャフィ、ベイルート、ダール アル・ムフ
ィーディ リッタバーアティ ワ アル・ナシュル  
-モンタゼリ、ホセインアリー、ニハーヤトゥ アル・ウスール（イスラーム暦 1415
年）大アヤトラ セイエド ホセイン タバタバイ ボルジェルディ師の議論の注
釈、コム、エンテシャーラーテ ゴドス  
-ナーイニー、ミルザー ムハンマド フセイン、タンビーフ アル・ウンマティ ワ 
タンズィーフ アル・ミッラティ（イラン暦 1382 年）、校正セイエド ジャワード 
ワライー、コム、ブスターネ ケターブ、1382 
-ヤースィーン、アブド アル・ジャワード、アル・スルタト フィ アル・イスラー
ム（1998）、ベイルート、アル・マルカズ アル・サカーフィ アル・アラビ  
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